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今
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
コ
ス
ミ
ッ
ク
な
時
代
、
そ
し
て
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
時
代
、
世
界
の
様
々
な
動
向
を
観
て
い
る
と
、
目
を
背
け
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
見
て
見
ぬ
振
り
も
で
き
な
い
ま
ま
毎
朝

制
作
場
所
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
中
で
、
た
だ
た
だ
造
れ
る
こ
と
の
喜
び
と
有
難
さ
を
痛
切
に
感
じ
な
が
ら
の
日
々
で
す
。

　
こ
の
度
は
理
事
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。
名
誉
と
伝
統
に
輝
く
本
会
で
の
就
任
に
際
し
重
責
を
感
じ
て
い
ま
す
。
理
事
・
役
員
の
先
生
方
は
じ
め
池
川
直
委
員
長
、
会
務
委
員

の
先
生
方
、
そ
し
て
事
務
局
員
さ
ん
、
沈
没
し
な
い
よ
う
に
力
一
杯
に
舵
取
り
し
、
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
コ
ロ
ナ
時
最
盛
の
期
で
は
神
戸
峰
男
、

山
田
朝
彦
両
理
事
長
先
生
に
は
事
の
他
大
変
過
大
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
推
察
し
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
何
事
も
な
く
無
事
の
ま
ま
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
は
両
先
生
の
満

身
の
力
添
え
と
先
人
の
人
達
に
よ
っ
て
、
永
々
と
築
い
て
こ
ら
れ
た
想
い
が
湧
き
水
の
如
く
流
れ
と
な
っ
て
う
ま
く
融
合
化
さ
れ
た
結
果
と
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
数
年
前
か
ら
い
づ
れ
の
団
体
公
募
展
を
観
て
も
出
品
者
数
減
、
高
齢
化
の
加
速
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
外
圧
的
に
は
物
価
高
の
影
響
も
あ
っ
て
素
材
の
高
騰
等
、
社
会
が
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
今
、
作
家
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
現
実
を
真
摯
に
受
け
止
め
本
会
発
展
の
為
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
活
動
し
て
ゆ
か
ね
ば
と
思
い
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
時
代
の
流
れ
に
呼
応
し
、
そ
れ
な
り
の
改
革
も
や
む
を
得
ず
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
、
会
友
の
皆
々
様
の
絶
大
な
協
力
を
得
て
乗
リ
切
り
た
い
も
の
で
す
。
先
人
の
築
い
て
い
た
だ
い
た
上
に

さ
ら
な
る
具
象
彫
刻
の
発
展
を
目
指
し
、
お
互
い
に
研
鑽
に
励
み
た
い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

【
私
の
想
い
】

　
作
品
を
極
め
る
と
い
う
事
は
作
家
に
と
っ
て
一
生
涯
の
仕
事
で
す
。
そ
れ
は
そ
の
人
と
な
り
の
永
い
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
続
け
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
他
人
が
と
や
か
く
言
う
事

は
タ
ブ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
ふ
と
こ
の
辺
り
で
「
遊
び
心
」
あ
る
い
は
「
冒
険
心
」
を
と
思
う
の
で
す
。
だ
か
ら
人
目
を
気
に
し
て
向
こ
う
受
け
を
狙
っ
た
り
奇
を
て
ら
う
変
わ
っ
た
こ
と
を
や

れ
ば
よ
い
と
い
う
事
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。
も
し
や
も
う
一
つ
の
別
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
迄
の
自
分
に
な
か
っ
た
は
っ
と
す
る
作
品
に
遭
遇
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
実
験
的
な
試

み
で
す
。
駄
目
な
ら
元
に
戻
せ
ば
よ
い
。
と
に
か
く
若
い
作
家
の
方
々
に
は
挑
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。
先
人
か
ら
の
伝
統
を
た
だ
た
だ
引
き
継
ぎ
追
従
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
今
の
時
代
に
呼
応
し
な

が
ら
芸
術
の
多
様
化
の
な
か
で
創
意
工
夫
を
し
て
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
挑
み
あ
る
の
み
で
す
。
一
時
の
気
持
ち
の
切
り
替
え
を
願
っ
て
い
ま
す
。
冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
の
時
代
、
世
界
の
動
向
を
見
な
が
ら
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
思
い
ま
す
。

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
彫
刻
会
理
事
長
　
　
宮
瀬
富
之
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拶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
彫
刻
会
理
事
長

　
　
宮
瀬
富
之

3

　
２
０
２
４
年
１
月
28
日(

日)

14
時
30
分
か
ら
日
展
会
館
に
お

い
て
第
95
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
正
会
員
１
５
８
名
（
内
委
任
状
１
１
７
名
）
定
款
17
条

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
事

第
１
号
議
案
　
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
２
０
２
３
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
・
監
査
報
告

第
３
号
議
案
　
第
53
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
開
催
に
関
す
る
件

第
４
号
議
案
　
会
員
資
格
喪
失
の
件

第
５
号
議
案
　
会
員
状
況
承
認
の
件

第
６
号
議
案
　
役
員
改
選
の
件

そ
の
他
の
件

各
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
の
報
告

２
　
２
０
２
４
年
度
予
算
の
報
告

３
　
役
員
退
任
の
報
告

４
　
委
員
改
選
の
報
告

５
　
新
運
営
委
員
及
び
新
無
審
査
会
員
の
報
告

６
　
内
規
変
更
の
報
告

７
　
第
53
回
日
彫
展
審
査
員
の
報
告

８
　
第
53
回
日
彫
展
会
友
推
挙
選
考
委
員
の
報
告

９
　 

第
16
回
日
本
彫
刻
会
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
準
備
状
況
の

報
告

10
　
そ
の
他
の
報
告

高
齢
者
会
員
祝
賀

　
数
え
90
歳
を
迎
え
ら
れ
る
正
会
員
の
山
瀬
晋
吾
先
生
、
島
田 

恭
宏
先
生
に
賀
詞
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

第
53
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
報
告 

①
会
期
　
令
和
６
年
４
月
18
日(

木)

～
５
月
２
日(

木)
 

②
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
８
―
36
） 

③
陳
列
点
数
　
　
　
　
２
５
２
点 

（
写
真
展
示
含
む
３
３
６
点
）

　
〈
内
訳
〉 

　
　
　
正
会
員 

１
８
８
点 

　
　
　
会
友 

22
点 

　
　
　
遺
作 

１
点 

　
　
　
無
鑑
査
（
一
般
応
募
）
１
点 

　
　
　
鑑
査
（
一
般
応
募
） 

28
点 

う
ち
初
入
選 

14
点

　
　
　
Ｕ-

20
（
一
般
応
募
） 

12
点 

ほ
か
写
真
展
示 

84
点

④
審
査
員 

　
特
別
賞
審
査
員 

関
根
秀
一
氏 

土
方
明
司
氏 

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
彫
刻
会
理
事

　
審
査
員
長
　
宮
瀬
富
之

　
　
　
　
　
　
能
島
征
二
　
池
川
直
　 

谷
口
淳
一
　
加
茂
為
男

　
　
　
　
　
　
中
原
篤
徳
　
堀
龍
太
郎
　
伊
庭
靖
二
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
塚
佳
永
子 

廣
川
政
和
　
井
上
周
一
郎
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
村
成
保
　 

桑
原
秀
栄
　
田
村
晴
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
14
名
）

⑤
会
友
推
挙
選
考
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
口
淳
一 

堀
龍
太
郎 

伊
庭
靖
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
塚
佳
永
子
（
以
上
４
名
）

⑥
受
賞
者 

　
西
望
賞

　
　
　
　
　
　
紺
谷
武 

　
文
部
科
学
大
臣
賞

　
　
小
野
啓
亘

　
東
京
都
知
事
賞

　
　
　
東
誠

　
会
員
賞

　
　
　 

 
 
 
 
 

間
島
博
徳

　
　
　
　
　
　

慶
事

第
10
回
日
展
（
令
和
５
年
度
）

文
部
科
学
大
臣
賞

　
『
青
春
の
詩
　
「
祈
り
」
』
　
　
　
嶋
畑 

貢
先
生

第
10
回
日
展
（
令
和
５
年
度
）

東
京
都
知
事
賞

　
「
わ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
後 

稔
　
先
生

第
10
回
日
展
（
令
和
５
年
度
）

日
展
会
員
賞

　
「s

i
n
g
i
n
g
 
fi
g
u
r
e
 

Ⅴ
」
　
　
　
宮
坂 

慎
司
先
生

２
０
２
４
年
度 

日
本
彫
刻
会
総
会

第
95
回
通
常
総
会
報
告
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日
彫
賞 

 
 
 
 
 

柴
田
茜

　 
 

竹
内
晋
平

　
優
秀
賞

　
　
　
細
川
大
潤

　
松
宮
紀
代

　 

橋
本
和
成

　
新
人
賞

　
　
　
田
畑
智
功 

 

内
藤
千
尋 

 
 

野
添
浩
一

　
Ｕ-

20
日
彫
賞 

　
　
　
　
　
　
　
河
端
岳
人 

 

谷
和
奏 

 
 
 
 

布
目
琴
弓

　
Ｕ-

20
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
浅
川
悠 

 
 

河
野
悠
月 

 

小
嶋
勇
矢 

竹
中
綴
楽  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
中
夢
治 
谷
村
七
海 

辻
本
彪
汐 

 

戸
井
耀
人  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
村
虎
将 

 
 
 

（
以
上
24
名
）

⑦
会
友
推
挙
・
正
会
員
推
挙 

　
正
会
員
推
挙 

 

岩
館
由
美
子
　
加
藤
史
郎
　
紀
平
佳
代
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
和
成
　
野
添
浩
一
　
牧
田
法
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
６
名
） 

　
会
友
推
挙
　
　
坂
本
欣
子
　
田
畑
智
功
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
田
由
美
　
和
田
元
子
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
４
名
）

　
⑧
入
場
者
数
　
８
，
２
８
５
名
（
前
回
８
，
３
８
０
名
）

　
（
内
訳
） 

　
　
　
一
般 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
９
９
名 

　
　
　
東
京
都
美
術
館
特
別
展
半
券 

 
 

１
，
２
５
９
名 

　
　
　
招
待
状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
，
６
５
０
名

　
　
　
出
品
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
４
２
名 

　
　
　
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方 

１
３
１
名 

　
　
　
付
添
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

92
名 

　
　
　
日
本
美
術
家
連
盟
他 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
２
２
名 

　
　
　
65
歳
以
上
、
大
学
生
以
下 

 
 
 
 

４
６
２
名 

　
　
　
パ
ス
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　 

 
 
 
 

４
２
８
名 

⑨
開
会
式

　
日
時

　
　
４
月
18
日
（
木
） 

11
時
30
分
か
ら

　
会
場

　
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ

⑩
表
彰
式

　
Ｕ-

20
受
賞
者
対
象

　
日
時

　
　
４
月
20
日
（
土
） 

14
時
か
ら

　
会
場

　
　
東
京
都
美
術
館 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ

　
本
展
受
賞
者
対
象

　
日
時
　
　
４
月
20
日
（
土
） 

17
時
か
ら

　
会
場
　
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京 

瑞
宝
の
間

　
　
　
　
　
（
千
代
田
区
大
手
町
１-

４-

１
）

⑪
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

　
日
時
　
　
４
月
20
日
（
土
） 

17
時
か
ら

　
会
場
　
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京 

瑞
宝
の
間

⑫
彫
刻
研
究
会

　
第
53
回
日
彫
展
会
場
に
お
い
て
、
審
査
員
に
よ
る
講
評
を

　
交
え
た
彫
刻
研
究
会
を
実
施
し
た
。

　
日
時
　
第
１
部
　
４
月
20
日
（
土
） 

11
時
か
ら
　

　
　
　
　
第
２
部
　
４
月
21
日
（
日
） 

11
時
か
ら

　
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
参
加
者
　
通
算 

約
95
名

⑬
新
世
代
の
彫
刻
家
育
成
活
動

　
第
６
回 

Ｕ-
20
日
彫
展

　
会
期
・
会
場
　
　
日
彫
展
に
同
じ

　
陳
列
点
数
（
受
賞
者
）
　 
12
点

　
写
真
応
募
点
数
　 

84
点
　

⑭
彫
刻
に
触
れ
る
鑑
賞
支
援
活
動

　
第
53
回
日
彫
展
に
お
い
て
、
「
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
の

　

　
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」
と
「
盲
学
校
鑑
賞
教
室
」
を
実
施
し
た
。

 

ａ 

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
の
申
込
に
よ
り
随
時
実
施
）

 
 
 
 

通
算
参
加
者

　
11
名
（
う
ち
引
率
者
３
名
）

 
 
 
 

〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

　 

　 

当
番
の
会
員
、
（
日
彫
友
の
会 

ほ
か
）

 

ｂ 

盲
学
校
鑑
賞
教
室

　
　
４
月
23
日(

火)

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

　
　
　
（
高
校
生
18
名
　
教
員
６
名
）

　
　
〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

　
　
　
担
当
会
員
・
会
友

　
　
　
（
日
彫
友
の
会 

ほ
か
）
青
松
利
明 

酒
井
華 

須
惠
三
樹 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
間
紗
矢 

内
藤
千
尋 

半
田
こ
づ
え

　
　
４
月
26
日(

金)

東
京
都
立
葛
飾
盲
学
校 

中
学
部

　
　
　
（
中
学
生
３
名
、
教
員
２
名
）

　
　
４
月
26
日(

金)

東
京
都
立
久
我
山
青
光
学
園

　
　
　
（
小
学
生
25
名
、
教
員
14
名
）

　
　
４
月
26
日(

金)

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

　
　
　
（
小
学
生
19
名
、
教
員
５
名
）

　
　
〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

　
　
　
担
当
会
員
・
会
友

　
　
　
（
日
彫
友
の
会 

ほ
か
）
板
橋
勝
太
郎 

若
原
聖
奈

⑮
彫
刻
鑑
賞
解
説
会
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）

　
第
53
回
日
彫
展
に
お
い
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し

　
た
。

　
日
時
　
期
間
中
毎
日

　
　
　
　
（
彫
刻
研
究
会
第
１
部
当
日
、
最
終
日
を
除
く
）

　
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
実
施
通
算
参
加
者
　
約
１
６
５
名

⑯
図
録
作
成

　
本
会
が
開
催
す
る
彫
刻
展
覧
会
の
図
録
を
作
成
し
た
。

　
第
53
回
日
彫
展
図
録

　
４
月
20
日
（
土
）
発
行

　
９
０
０
冊
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日
彫
賞 

 
 
 
 
 

柴
田
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内
晋
平

　
優
秀
賞

　
　
　
細
川
大
潤

　
松
宮
紀
代

　 

橋
本
和
成

　
新
人
賞

　
　
　
田
畑
智
功 

 

内
藤
千
尋 

 
 

野
添
浩
一

　
Ｕ-

20
日
彫
賞 

　
　
　
　
　
　
　
河
端
岳
人 

 

谷
和
奏 

 
 
 
 

布
目
琴
弓

　
Ｕ-

20
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
浅
川
悠 

 
 

河
野
悠
月 

 

小
嶋
勇
矢 

竹
中
綴
楽  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
中
夢
治 

谷
村
七
海 

辻
本
彪
汐 

 

戸
井
耀
人  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
村
虎
将 

 
 
 

（
以
上
24
名
）

⑦
会
友
推
挙
・
正
会
員
推
挙 

　
正
会
員
推
挙 

 

岩
館
由
美
子
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藤
史
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紀
平
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代
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
本
和
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野
添
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一
　
牧
田
法
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６
名
） 
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友
推
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欣
子

　
田
畑
智
功

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
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由
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（
以
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４
名
）

　
⑧
入
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数
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，
２
８
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名
（
前
回
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，
３
８
０
名
）

　
（
内
訳
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９
９
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９
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品
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者
手
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３
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日
本
美
術
家
連
盟
他 
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２
２
名 
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歳
以
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、
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学
生
以
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６
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名 
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ポ
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ト
　
　
　
　
　 

 
 
 
 

４
２
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名 

⑨
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式

　
日
時
　
　
４
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18
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木
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11
時
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ギ
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受
賞
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象

　
日
時
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月
20
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（
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象

　
日
時
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20
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17
時
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ィ
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⑫
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会

　
第
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回
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彫
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会
場
に
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て
、
審
査
員
に
よ
る
講
評
を

　
交
え
た
彫
刻
研
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会
を
実
施
し
た
。

　
日
時
　
第
１
部
　
４
月
20
日
（
土
） 

11
時
か
ら
　

　
　
　
　
第
２
部
　
４
月
21
日
（
日
） 

11
時
か
ら

　
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
参
加
者
　
通
算 

約
95
名

⑬
新
世
代
の
彫
刻
家
育
成
活
動

　
第
６
回 

Ｕ-

20
日
彫
展

　
会
期
・
会
場
　
　
日
彫
展
に
同
じ

　
陳
列
点
数
（
受
賞
者
）
　 

12
点

　
写
真
応
募
点
数
　 

84
点
　

⑭
彫
刻
に
触
れ
る
鑑
賞
支
援
活
動

　
第
53
回
日
彫
展
に
お
い
て
、
「
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
　

　
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」
と
「
盲
学
校
鑑
賞
教
室
」
を
実
施
し
た
。

 

ａ 

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
の
申
込
に
よ
り
随
時
実
施
）

 
 
 
 

通
算
参
加
者

　
11
名
（
う
ち
引
率
者
３
名
）

 
 
 
 

〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

　 

　 

当
番
の
会
員
、
（
日
彫
友
の
会 

ほ
か
）

 

ｂ 

盲
学
校
鑑
賞
教
室

　
　
４
月
23
日(

火)

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

　
　
　
（
高
校
生
18
名

　
教
員
６
名
）

　
　
〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

　
　
　
担
当
会
員
・
会
友

　
　
　
（
日
彫
友
の
会 

ほ
か
）
青
松
利
明 

酒
井
華 
須
惠
三
樹 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
間
紗
矢 

内
藤
千
尋 

半
田
こ
づ
え

　
　
４
月
26
日(

金)

東
京
都
立
葛
飾
盲
学
校 

中
学
部

　
　
　
（
中
学
生
３
名
、
教
員
２
名
）

　
　
４
月
26
日(

金)

東
京
都
立
久
我
山
青
光
学
園

　
　
　
（
小
学
生
25
名
、
教
員
14
名
）

　
　
４
月
26
日(

金)

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

　
　
　
（
小
学
生
19
名
、
教
員
５
名
）

　
　
〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

　
　
　
担
当
会
員
・
会
友

　
　
　
（
日
彫
友
の
会 

ほ
か
）
板
橋
勝
太
郎 

若
原
聖
奈

⑮
彫
刻
鑑
賞
解
説
会
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）

　
第
53
回
日
彫
展
に
お
い
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し

　
た
。

　
日
時
　
期
間
中
毎
日

　
　
　
　
（
彫
刻
研
究
会
第
１
部
当
日
、
最
終
日
を
除
く
）

　
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
実
施
通
算
参
加
者
　
約
１
６
５
名

⑯
図
録
作
成

　
本
会
が
開
催
す
る
彫
刻
展
覧
会
の
図
録
を
作
成
し
た
。

　
第
53
回
日
彫
展
図
録

　
４
月
20
日
（
土
）
発
行

　
９
０
０
冊
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◇
第
６
回
Ｕ-

20
日
彫
展

　
２
０
１
９
年
よ
り
企
画
展
「
Ｕ-

20
日
彫
展
～
集
ま
れ
！
未
来

の
彫
刻
家
～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
６
回
目
を
迎
え
る
本
年

は
、
応
募
総
数
が
約
１
５
０
点
と
な
り
ま
し
た
。
20
歳
以
下
の
方
々

の
彫
刻
作
品
の
発
表
の
場
と
し
て
徐
々
に
周
知
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
本
会
で
は
、
新
し
く
瑞
々
し
い
感
性
を
有
す
る
20
歳
以
下
の
方

た
ち
の
作
品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
へ
と
彫
刻
芸
術
の

バ
ト
ン
を
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

〈
Ｕ-

20
対
応
〉

　
小
橋
暁
子
　
武
本
大
志
　
奥
平
陽
和

〈
Ｕ-

20
部
〉

　
鈴
木
紹
陶
武
　
音
羽
久
美
子
　
町
野
紗
恭
　
宮
地
淑
江
　

　
丹
羽
俊
輝

彫刻研究会で自作を解説する会員

会場風景　陳列総数 336 点（U-20 写真展示込み）

開会式でのテープカット

彫刻に触れる鑑賞支援活動

ギャラリートークの様子

U-20　展示風景　陳列点数 96 点
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◇
受
賞
者
の
声

西
望
賞
　
　
紺
谷
　
武
「
魔
女
」

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
マ
ク
ベ
ス
に
登
場
す
る
三
人
の
魔
女
、
そ
の
う
ち
の
一
人
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
作
り
ま
し
た
。
魔
女
が
マ
ク
ベ
ス
を
見
つ
め
未
来
を
告
げ
る
表
情
や
、
魔
女
を
取
り
巻
く

雲
霧
が
さ
ま
ざ
ま
に
形
を
変
え
る
様
子
を
き
っ
か
け
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

文
部
科
学
大
臣
賞
　
小
野
　
啓
亘
「
明
日
の
私
が
な
ん
と
か
す
る
」
　

過
去
を
悔
い
た
り
懐
か
し
ん
だ
り
し
て
も
仕
方
が
な
い
。

未
来
を
憂
い
て
も
意
味
が
な
い
。

今
を
精
一
杯
生
き
る
こ
と
。

明
日
は
…
、

明
日
の
私
が
な
ん
と
か
す
る
！

東
京
都
知
事
賞

　
東

　
誠
「
斜
」

　
傾
斜
し
た
地
面
に
立
つ
時
、
人
は
重
心
を
移
動
さ
せ
た
り
腕
を
動
か
し
た
り
し
て
バ
ラ
ン
ス
を

取
ろ
う
と
す
る
。
無
意
識
に
と
て
も
し
な
や
か
に
。
そ
の
自
然
な
動
き
に
何
か
面
白
み
を
感
じ
作

品
に
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
制
作
を
始
め
て
ま
も
な
く
能
登
に
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
平

坦
で
は
な
い
境
遇
に
置
か
れ
て
も
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
こ
う
。
そ
ん
な
気
持
ち
も
込
め
ま
し

た
。

会
員
賞
　

　
間
島
　
博
徳
「
木
漏
れ
日
の
記
憶
―
　S

h
a
p
e
 
C
 

Ⅱ
」

　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｃ
を
元
に
、
光
を
造
形
の
要
素

に
加
え
よ
う
と
、
上
部
に
穴
を
空
け
、
鳥
の
大
き
さ
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
で
成
長
の
過
程
も
表
現
し
絵
巻
物
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
も
試
み
て
み
ま
し
た
。

記
憶
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
る
こ
と
で
様
々
な
思
い

を
込
め
ま
し
た
。
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◇
受
賞
者
の
声

西
望
賞

　
　
紺
谷

　
武
「
魔
女
」

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
マ
ク
ベ
ス
に
登
場
す
る
三
人
の
魔
女
、
そ
の
う
ち
の
一
人
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
作
り
ま
し
た
。
魔
女
が
マ
ク
ベ
ス
を
見
つ
め
未
来
を
告
げ
る
表
情
や
、
魔
女
を
取
り
巻
く

雲
霧
が
さ
ま
ざ
ま
に
形
を
変
え
る
様
子
を
き
っ
か
け
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

文
部
科
学
大
臣
賞
　
小
野
　
啓
亘
「
明
日
の
私
が
な
ん
と
か
す
る
」
　

過
去
を
悔
い
た
り
懐
か
し
ん
だ
り
し
て
も
仕
方
が
な
い
。

未
来
を
憂
い
て
も
意
味
が
な
い
。

今
を
精
一
杯
生
き
る
こ
と
。

明
日
は
…
、

明
日
の
私
が
な
ん
と
か
す
る
！

東
京
都
知
事
賞

　
東

　
誠
「
斜
」

　
傾
斜
し
た
地
面
に
立
つ
時
、
人
は
重
心
を
移
動
さ
せ
た
り
腕
を
動
か
し
た
り
し
て
バ
ラ
ン
ス
を

取
ろ
う
と
す
る
。
無
意
識
に
と
て
も
し
な
や
か
に
。
そ
の
自
然
な
動
き
に
何
か
面
白
み
を
感
じ
作

品
に
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
制
作
を
始
め
て
ま
も
な
く
能
登
に
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
平

坦
で
は
な
い
境
遇
に
置
か
れ
て
も
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
こ
う
。
そ
ん
な
気
持
ち
も
込
め
ま
し

た
。

会
員
賞
　

　
間
島
　
博
徳
「
木
漏
れ
日
の
記
憶
―
　S

h
a
p
e
 
C
 

Ⅱ
」

　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ｃ
を
元
に
、
光
を
造
形
の
要
素

に
加
え
よ
う
と
、
上
部
に
穴
を
空
け
、
鳥
の
大
き
さ
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
で
成
長
の
過
程
も
表
現
し
絵
巻
物
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
も
試
み
て
み
ま
し
た
。

記
憶
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
る
こ
と
で
様
々
な
思
い

を
込
め
ま
し
た
。
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日
彫
賞

　
柴
田 

茜
「
ゆ
り
か
ご
」

日
彫
賞
　
竹
内 

晋
平
「
樹
影
」

優
秀
賞

　
橋
本 

和
成
「
繋
ぐ
」

優
秀
賞
　
松
宮 

紀
代

「
夢
三
夜
　
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
る
」

優
秀
賞
　
細
川 

大
潤
「
祈
望
」

新
人
賞
　
内
藤 

千
尋
「
春
、
高
揚
」

新
人
賞

　
田
畑 

智
功
「
想
い
を
こ
め
て
」

新
人
賞
　
野
添 

浩
一
「s

o
u
t
h
 
w
i
n
d

」

Ｕ-

20
日
彫
賞

　

河
端 

岳
人

「
天
翔
け
る
神
獣
」

（
11
歳
）

Ｕ-

20
日
彫
賞

　

谷 

和
奏

「
あ
ま
や
ど
り
」

（
９
歳
）

Ｕ-

20
日
彫
賞
　

布
目 

琴
弓

「
お
ち
ゃ
め
」

（
17
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

浅
川 

悠

「
魔
法
怪
獣
」
（
８
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

河
野 

悠
月

「
ア
ラ
イ
グ
マ
の

く
ー
ち
ゃ
ん
」

（
17
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

小
嶋 
勇
矢

「
４
月
１
日
」

（
19
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

　
竹
中 

綴
楽

「
ガ
ム
シ
」

（
８
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

　
竹
中 

夢
治

「
子
負
い
虫
の
子
守
り
」

（
10
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

谷
村 

七
海

「
お
か
え
り
」

（
14
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

辻
本 

彪
汐

「
龍
」

（
12
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

戸
井 

耀
人

「
森
の
妖
精
」

（
14
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

西
村 

虎
将

「
考
え
す
ぎ
た

カ
メ
レ
オ
ン
」

（
13
歳
）
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会
期
　
２
０
２
４
年
６
月
５
日
（
水
）
～
６
月
９
日
（
日
）

会
場
　
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

陳
列
総
数
　
98
点
（
巡
回
作
品
　
61
点
）

入
場
者
数
　
１
，
５
１
４
名

愛
知
県
知
事
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
「
翼
」
　
櫻
井
真
理

中
日
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　 
「
刻
」
　
元
田
木
山

東
海
テ
レ
ビ
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

「
懐
Ⅱ
」
　
加
藤
真
浩

東
海
日
彫
会
奨
励
賞 

 

　
　
「L

o
s
e
 
t
r
a
c
k
 
o
f
 
t
i
m
e

」
　
佐
藤
徹

東
海
日
彫
会
奨
励
賞 

 

「
パ
ン
ジ
ー
は
目
を
伏
せ
る
」
　
田
原
迫
華

東
海
日
彫
会
新
人
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
遊
山
」
　
黒
田
雅
大

東
海
日
彫
会
新
人
賞
　
　
　
　
　
　
　
　 

「H
a
r
r
y

」
　
藤
野
十
至

　
６
月
４
日
（
火
）
に
搬
入
、
陳
列
作
業
を
行
い
、
先
生
方
の
ご

指
導
の
も
と
、
今
回
よ
り
レ
イ
ア
ウ
ト
を
大
き
く
変
更
し
、
よ
り

鑑
賞
し
や
す
い
展
示
を
目
指
し
ま
し
た
。
東
海
展
の
賞
に
関
し
ま

し
て
、
今
回
は
、
東
海
日
彫
会
奨
励
賞
と
新
人
賞
が
各
２
点
授
与

さ
れ
（
昨
年
ま
で
は
各
１
点
）
見
応
え
あ
る
東
海
展
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
同
会
場
10
階
の
ウ
ル
フ
ギ
ャ
ン
グ
パ
ッ
ク
に
て
宮
瀬

理
事
長
、
池
川
直
委
員
長
を
は
じ
め
審
査
員
や
巡
回
指
定
の
先
生

方
も
遠
方
よ
り
ご
参
加
頂
き
、
共
催
者
の
中
日
新
聞
社
、
東
海
テ

レ
ビ
放
送
、
後
援
者
、
来
賓
を
お
招
き
し
て
表
彰
式
並
び
に
祝
賀

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
東
海
地
方
の
Ｕ-

20
受
賞
者
や
保
護
者

も
参
加
さ
れ
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
会
は
、
和
や
か
な
ひ
と
時

と
な
り
ま
し
た
。

　
５
日
（
水
）
展
覧
会
初
日
の
10
時
半
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
彫
刻

研
究
会
に
は
、
京
都
よ
り
宮
瀬
理
事
長
に
再
度
お
越
し
頂
き
、
東

海
日
彫
会
山
本
会
長
、
神
戸
副
会
長
に
よ
る
彫
刻
研
究
会
は
、
一

般
来
場
者
含
め
て
約
40
名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。
東
海
展
受
賞
者

を
中
心
に
自
作
の
解
説
と
先
生
方
に
よ
る
ご
高
評
は
、
と
て
も
緊

張
感
が
あ
る
会
と
な
り
、
日
本
の
彫
刻
史
、
円
空
、
木
喰
の
話
な
ど
、

一
般
の
方
も
聞
き
入
る
内
容
で
、
参
加
し
た
会
員
も
メ
モ
を
取
る

な
ど
充
実
し
た
研
究
会
と
な
り
ま
し
た
。
頂
い
た
お
言
葉
を
そ
れ

ぞ
れ
の
会
員
が
今
後
の
制
作
に
落
と
し
込
め
る
事
で
よ
り
素
晴
ら

し
い
作
品
と
な
る
事
が
期
待
さ
れ
る
研
究
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
日
（
土
）
午
後
２
時
よ
り
行
わ
れ
た
、
触
れ
て
観
る
彫
刻
展

鑑
賞
教
室
は
、
視
覚
障
害
者
が
４
名
、
付
き
添
い
、
引
率
の
学
生

含
め
11
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
９
日(

日)
も
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
視
覚
障
害
者
４
名
、
付
き
添
い
合
わ
せ
て
９
名
の

方
が
参
加
さ
れ
、
そ
の
日
以
外
に
も
２
名
の
視
覚
障
害
者
の
方
に

鑑
賞
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
、
こ
れ
ま
で
に
３
回

以
上
参
加
さ
れ
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
や
、
今
回
初
め
て
参
加

さ
れ
た
方
も
み
え
、
「
ま
た
参
加
し
た
い
。
」
「
来
年
も
ま
た
来
ま

す
。
」
と
の
声
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　
現
在
地
方
展
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
作
家
と
し
て

ど
の
様
な
事
が
出
来
る
の
か
、
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
、
東
海
よ

り
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
海
展
開
催
に
際
し
て
多
く
の
日
彫
会
会
員
の
皆
様
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
事
に
改
め
て
感
謝
と
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
海
日
彫
会
事
務
局
）

彫刻研究会の様子

授賞式並びに祝賀会の様子

触れてみる彫刻展の様子

第
53
回
日
彫
東
海
展

開会式の様子開場式後のギャラリートークの様子

ワークショップの様子

富山視覚総合支援学校タッチツアー　

開会式の様子開場式後のギャラリートークの様子

ワークショップの様子

富山視覚総合支援学校タッチツアー　

開会式の様子開場式後のギャラリートークの様子

ワークショップの様子

富山視覚総合支援学校タッチツアー　
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０
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５
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９
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４
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来
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。
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会
期
　
令
和
６
年
６
月
20
日
（
木
）
～
６
月
24
日
（
月
）

会
場
　
富
山
県
民
会
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美
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陳
列
点
数
　
１
０
０
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北
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日
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会
賞
　
「
想
い
を
こ
め
て
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田
畑 

智
功

富
山
新
聞
社
社
長
賞
　
「M

e
m
o
r
y

」
　
　
川
向 
京
子

　
第
53
回
日
彫
北
陸
展
は
会
期
前
日
の
６
月
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日
に
搬
入
陳
列
を

行
い
ま
し
た
。
同
日
、
各
団
体
代
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、
各
報
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機
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代
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等
の
列
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執
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ま
し
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。
開
会
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は
宮
瀬
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事
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富
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富
山
県
代
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、
富

山
市
代
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辞
が
あ
り
、
北
陸
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受
賞
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表
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ま

し
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。
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ラ
リ
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瀬
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受
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。

　
会
期
内
企
画
と
し
て
富
山
県
立
富
山
視
覚
総
合
支
援
学
校
生
徒

作
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催
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。
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。
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２
０
２
４
年
７
月
21
日
（
日
）
〜
月
８
月
３
日
（
土
）
ま
で
、

銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
に
て
「
第
16
回
日
本
彫
刻
会 

新
鋭
選

抜
・
受
賞
作
家
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
は
20
代
の
若
手
作
家
や
本
展
で
の
受
賞
者
、
新
審
査
員
の

先
生
な
ど
合
わ
せ
て
23
名
の
作
家
に
よ
る
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
中
に
、
「
作
品
を
語
る
会
」
や
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、

作
家
た
ち
の
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

 

石
膏
、
樹
脂
、
陶
、
木
、
漆
、
紙
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
素
材
の

作
品
が
並
び
、
本
展
で
の
作
品
制
作
の
エ
ス
キ
ー
ス
や
本
展
で
は

見
ら
れ
な
い
表
現
内
容
な
ど
各
作
家
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

作
品
が
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。

 

「
作
品
を
語
る
会
」
は
初
日
の
16
時
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
品

者
以
外
に
も
、
会
務
委
員
の
先
生
方
や
各
作
家
の
知
人
、
友
人
、

作
家
仲
間
な
ど
、
沢
山
の
方
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
活
気
に
満
ち
た

語
る
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

同
企
画
は
出
品
者
の
武
本
大
志
会
員
の
司
会
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
出
品
者
に
よ
り
、
出
品
作
に
込
め
ら
れ
た
制
作
意
図
や
制
作

過
程
で
の
苦
労
話
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
理
想
的
な
制

作
環
境
が
な
い
中
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
制
作
を
し
て
お
り
、
制

作
時
間
の
確
保
や
環
境
作
り
、
そ
し
て
作
品
に
つ
い
て
の
考
え
方

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
互
い
の
経
験
か
ら
多
く
の
学
び
を

得
る
機
会
と
な
り
、
今
後
の
制
作
に
活
か
せ
る
有
用
な
情
報
や
ア

イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
語
る
会
の
後
半
に
は
、
会

務
委
員
の
先
生
方
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
作
品
の
公
表
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
の
長
年
の
経
験
に
基
づ
い
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
も
小
品
展
示
、
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

販
売
を
目
的
と
し
た
作
品
と
い
う
こ
と
も
あ
り
展
示
用
の
作
品
と

は
違
い
、
か
わ
い
ら
し
い
作
品
が
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
親
し

み
の
も
て
る
動
物
や
カ
ラ
フ
ル
な
建
物
が
モ
チ
ー
フ
の
作
品
も
あ

り
、
各
作
家
の
新
た
な
一
面
が
垣
間
見
え
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

作
品
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
な
が

ら
も
、
数
点
の
作
品
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
出
品
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
興
味
深
そ
う
に
展
示
を
見

て
回
る
来
場
者
の
姿
も
あ
り
、
作
品
販
売
は
、
一
般
の
方
に
も
彫

刻
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
よ
い
き
っ
か
け
と
な
る
と
思
い
ま
し

た
。

第
16
回
日
本
彫
刻
会

　
　
　
　
　
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
　

会場の様子

小品作品の展示・販売搬入の様子



10

　
２
０
２
４
年
７
月
21
日
（
日
）
〜
月
８
月
３
日
（
土
）
ま
で
、

銀
座
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
に
て
「
第
16
回
日
本
彫
刻
会 

新
鋭
選

抜
・
受
賞
作
家
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
は
20
代
の
若
手
作
家
や
本
展
で
の
受
賞
者
、
新
審
査
員
の

先
生
な
ど
合
わ
せ
て
23
名
の
作
家
に
よ
る
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
中
に
、
「
作
品
を
語
る
会
」
や
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
、

作
家
た
ち
の
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

 

石
膏
、
樹
脂
、
陶
、
木
、
漆
、
紙
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
素
材
の

作
品
が
並
び
、
本
展
で
の
作
品
制
作
の
エ
ス
キ
ー
ス
や
本
展
で
は

見
ら
れ
な
い
表
現
内
容
な
ど
各
作
家
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

作
品
が
陳
列
さ
れ
ま
し
た
。

 

「
作
品
を
語
る
会
」
は
初
日
の
16
時
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
品

者
以
外
に
も
、
会
務
委
員
の
先
生
方
や
各
作
家
の
知
人
、
友
人
、

作
家
仲
間
な
ど
、
沢
山
の
方
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
活
気
に
満
ち
た

語
る
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

同
企
画
は
出
品
者
の
武
本
大
志
会
員
の
司
会
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
出
品
者
に
よ
り
、
出
品
作
に
込
め
ら
れ
た
制
作
意
図
や
制
作

過
程
で
の
苦
労
話
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
理
想
的
な
制

作
環
境
が
な
い
中
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
制
作
を
し
て
お
り
、
制

作
時
間
の
確
保
や
環
境
作
り
、
そ
し
て
作
品
に
つ
い
て
の
考
え
方

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
互
い
の
経
験
か
ら
多
く
の
学
び
を

得
る
機
会
と
な
り
、
今
後
の
制
作
に
活
か
せ
る
有
用
な
情
報
や
ア

イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
語
る
会
の
後
半
に
は
、
会

務
委
員
の
先
生
方
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
作
品
の
公
表
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
の
長
年
の
経
験
に
基
づ
い
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
も
小
品
展
示
、
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

販
売
を
目
的
と
し
た
作
品
と
い
う
こ
と
も
あ
り
展
示
用
の
作
品
と

は
違
い
、
か
わ
い
ら
し
い
作
品
が
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
親
し

み
の
も
て
る
動
物
や
カ
ラ
フ
ル
な
建
物
が
モ
チ
ー
フ
の
作
品
も
あ

り
、
各
作
家
の
新
た
な
一
面
が
垣
間
見
え
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

作
品
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
な
が

ら
も
、
数
点
の
作
品
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
出
品
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
興
味
深
そ
う
に
展
示
を
見

て
回
る
来
場
者
の
姿
も
あ
り
、
作
品
販
売
は
、
一
般
の
方
に
も
彫

刻
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
よ
い
き
っ
か
け
と
な
る
と
思
い
ま
し

た
。

第
16
回
日
本
彫
刻
会

　
　
　
　
　
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
　

会場の様子

小品作品の展示・販売搬入の様子

11

　
会
期
中
は
連
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
夏
休
み
期
間

中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
場
の
周
り
で
は
と
て
も
た
く
さ
ん
の

人
が
往
来
し
て
い
ま
し
た
。
親
子
連
れ
や
外
国
人
観
光
客
の
姿
も

多
く
、
通
り
が
か
り
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
来
場
者
の
多
く
は
、
気
に
入
っ
た
作
品
を
写
真
に
収

め
て
い
ま
し
た
。
昨
今
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
り
作
品
鑑
賞
の

あ
り
方
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
通
し
て
作
品
が
多
く
の
人

の
目
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
作
家
と
し
て
も
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
よ
り
多
く
の
人

に
直
接
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
実
際
に
作
品
を
鑑
賞
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
進
め
て
い
き
、
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作

家
展
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最終日終了後の出品者の集合写真

初日の作品を語る会の様子
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13

「予告」

山田　雅英
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◆
先
の
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
復
興
半
ば
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
日

も
早
く
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

◆
今
回
は
裏
表
紙
の
カ
ラ
ー
を
活
か
し
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
お
礼
ペ
ー
ジ
と
し
ま
し
た
。
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
ま

た
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
へ
お
渡
し
す
る
際
に
ご
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
復
興
半
ば
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
日

も
早
く
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

◆
今
回
は
裏
表
紙
の
カ
ラ
ー
を
活
か
し
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
お
礼
ペ
ー
ジ
と
し
ま
し
た
。
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
ま

た
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
へ
お
渡
し
す
る
際
に
ご
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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